
【担い手への農地集積：現状6割→8割】

力強く持続可能な農業構造の実現に向けた
担い手の育成・確保

担い手等への農地集積・集約化と農地の確保

農業経営の安定化に向けた取組の推進

農業現場を支える多様な人材や主体の活躍

需要構造等の変化に対応した
生産基盤の強化と流通・加工構造の合理化

情報通信技術等の活用による
農業生産・流通現場のイノベーションの促進

気候変動への対応等環境政策の推進

➢ 担い手への重点的な支援

担い手が主体性と創意工夫を発揮した

経営展開ができるよう後押し

➢ 法人化の加速化と経営基盤の強化

経営発展の効果が期待される農業経営の

法人化について、普及啓発や指導などを進

め、加速化させる

➢ 次世代の担い手への円滑な経営継承

農地などの資源が次世代に確実に利用され

るよう、計画的な経営継承を促進

➢ 農業教育の充実、新規就農と定着促進

・ 農業教育機関による教育内容の充実

・ 地域の就農受入体制の充実により

青年層の就農促進

➢ 女性が能力を発揮できる環境整備

・ 地域農業への女性参画の推進

・ 農業女子プロジェクトなどによる環境整備

➢ 農業界と産業界の連携

➢ 多様な経営体による地域の下支え

地域社会の維持に重要な役割

➢ 次世代型の農業支援サービス

ドローンなど先端技術を活用し、人手不足や生産性向上に寄与

➢ 多様な人材が活躍できる農業の「働き方改革」の推進

➢ 収入保険制度や経営所得安定対策等の着実な推進

➢ 総合的かつ効果的なセーフティネット対策の在り方検討

手続の電子化、申請データの簡素化等の推進

➢ 畜産の競争力強化

・ 国内需要の増加と輸出拡大に向け、

肉用繁殖雌牛の増頭、酪農経営の

持続的展開など生産基盤を強化

・ 家畜排せつ物の土づくりへの活用な

ど環境整備の実施

➢ 人・農地プランの実質化の推進

人・農地プランの実質化（地域の実態を可視化した地図を用いて、

地域を支える農業者が将来の農地利用を担う経営体の在り方を話

し合う）により、地域農業の点検と、各種施策を一体的に実施

➢ 農地中間管理機構のフル稼働

手続簡素化、体制の統合一本化に伴う推進体制の強化

➢ 所有者不明農地への対応の強化

➢ 荒廃農地の発生防止・解消

多面的機能支払制度・中山間地域等直接支払制度などを効果的

に活用

次の世代への継承のため、力強く持続可能な農業構造の実現に向けた担い手の育成・確保、農地集積・集約化を一層進める。
同時に、地域を下支えする多様な人材の活躍の促進、農業生産基盤整備や先端技術の活用、環境政策の推進を進める。
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➢ 園芸作物等の生産体制強化

・ 加工・業務用野菜について、輸入品から国産への置き換えを目指し、

機械化一貫体系の確立やデータ駆動型農業への転換等を推進

・ 果樹の優良品目・品種への転換、省力樹形の導入等による労働生

産性の向上を推進
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➢ 米政策改革の推進、水田における

高収益作物等への転換

・ 水田のフル活用、安定取引の推進

・ 需要に応じた麦・大豆の生産拡大、

野菜や果樹等の高収益作物への

転換の推進

➢ 農業生産工程管理の推進、効果

的な農作業安全対策

➢ 良質かつ低廉な農業資材の供給、

農産物の生産・流通・加工の合理化

➢ スマート農業の加速化など

農業現場でのデジタル技術の利活用

・ スマート農業技術の実証・導入・普及の

各段階における課題解決を推進

➢ 農業施策の展開におけるデジタル化の推進

・ 各種行政手続をオンラインでできる農林水産省共通申請サービス

（eMAFF)の構築、農業者等との直接的な情報提供・収集、

デジタル地図を用いた農地情報の一元的管理の検討等を実行

➢ イノベーション創出・技術開発の推進

・ 現場のニーズに即した様々な課題に

対応した研究開発を推進

➢ 気候変動に対する緩和・適応策の推進

再生可能エネルギー、生産プロセスの脱炭素化、

炭素隔離・貯留の推進

➢ 生物多様性の保全及び利用

持続可能な生産・消費の推進、生物多様性保

全効果の見える化の推進

➢ 有機農業の更なる推進、土づくりの推進

➢ 農業分野のプラスチックごみ問題への対応

➢ 農業の自然循環機能の維持増進
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農業の成長産業化や国土強靱化
に資する農業生産基盤整備

➢ 農業の成長産業化に向けた生産基

盤整備

・ 農業の成長産業化に向け、農地の大

区画化、水田の汎用化や畑地化、畑

地や樹園地の高機能化を推進。

➢ 農業水利施設の戦略的な保全管理

・農業水利施設を長寿命化し、ライフサ

イクルコストを低減する戦略的な保全

管理を推進。

➢ 農業・農村の強靱化に向けた防災・

減災対策

・頻発化、激甚化する災害に適切に対

応するため、農業・農村の強靱化に向

けた防災・減災対策を推進。

➢ 土地改良区の体制強化

農地

食料・農業・農村基本計画（令和２年３月）の目指す姿（農業の持続的な発展）


